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フ□アスタンド 


取扱説明書 

お買い上げいただきありびとうございまず。 


A 敬化 I 安全のためのを意事項を守 5 ないと、 

I 曲胃° |火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り 
扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品 
をま全にお使い<ださい。お読みになったあとは、いつでも見られる 
ところに必ず保管して < ださし、。 


WS-S10LS 


◎ 2007 Sony Corporation 


I へ I ま全のためのを意事項を守 5 

IA 警告 I ないと、火災や人身事柳こな 
ることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要 
なま意事項と製品の取0扱いかたび示されて 
います。この取扱説明書をよくお読みのうえ、 
製品をま全にお使いください。お読みになつ 
たあとは、いつでち見られるところに必ずイ呆 
管してください。 


まをのために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されて 
います。 

しかし、まちびった使いかたをすると、火災 
感電•転倒•落下などにより人身事故になるこ 
とびあり危険です。事故を防ぐために安全の 
ためのを意事項を必ずお守り <ださい。 


対応モデル 

対応モデルについては予告なく変更になる場 
合びあります。また、いくつかのモデルは在 
庫切れになっていることびあ0ます。 


地上，目ミ’り〇 度 CS 
デジタル八 イビ ジョン 
液晶テレビ 

KDL-52X 己 0 日日 
KDL-52X5000 
KDL-52W5000 
KDL-52V5000 
KDL-46X50 日 0 
KDL-46X5000 
KDL-46W5000 
KDL-46V 5000 
KDL-46V 3000 
KDL-40X5050 
KDL-40X5000 
KDL-40W 5000 
KDL-40V 已〇〇日 
KDL-40J 日 000 
KDL-40V 300 日 
KDL-40J 3000 

シアター スタンド 
システム 

RHT-S10 
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么警告 I 盛 成 

火巧 感電 

下記のを意事項を守 S ないと义災 • 
感電•転倒•落下などにより 
死 t や大けびの原因となります。 


テレビや接続機器の通気孔をふさびない 


テレビや接続機器 
の上に巧をかけて 
通気孔をふさぐと、 
内部に熱びこもり、 
火災の原因となる 
ことびあ0ます。 


A 

ミ主意 



乾倒防止の処置をずる 

転倒防止の処置をしないと、スタンド A 
び転倒したり、テレビび落下して、け / S \ 
びの原因となることびあります。テレ を胃 

ビと壁などをつないで転倒防止の処置 
を行って< ださい。 

堅くて平坦な巧面に設置ずる 

傾いた床面に設置するとスタンドび転 iCN 
倒したり、テレビや接続機器び落下し^ 
て大けびの原因となることびあります。禁止 
畳、じゅうたん、カーペットなどの上 
に置<場合は、板など堅いをのを敷し、 

て < ださい。 


テレビや接続機器の電源コードおよび接 
続ケーブルをはさまないよラにずる 

• テレビや接続機 「 I 

器をスタンドにじ^ _^L I 

取り付けるとき 禁止二^^^^ 

は、電源コ-ド 

および接続ケー タ 

ブルをはさみこまないよラにする。 

電源 コー ドおよび接続ケーブルに傷び つい 
て火災や感電の原因となります。 

• スタンドを動かすとさは、電源コードおよ 
び接続ケーブルを踏まないよラにする。 
電源コードおよび接続ケーブルに傷びつい 
て火災や感電の原因となります。 


テレビや接続機器にぶ S 下び S ない 


スタンドび転倒し 
たり、テレビや接 
続機器び落下して、禁止 
大けび、死 t など 
の原因となること 
びあります。 



電源コードおよび接続ケーブルを足で 
引っかけない 

転んだり、スタン A 
ドび転倒したりし /!\ 

て、けびの原因と ミ主旨 

なることびありま 
す。 



スタンドの上に乗6ない 


お子様びスタンド 
の上に乗ったりす 
ると、スタンドび 禁止 
転倒する、テレビ 
や接続機器び落下 
するなどの事態び 
発生し、大けびや 



テレビを取り付けたままや、接続機器を 
設置したまま移動させない 

テレビを取0付け 
たままや、接続機 
器を設置したまま 禁止 

移動させると、腰 
を痛めた0、スタ 
ンドび転倒して、 



死 t の原因とな0ます。 


大けびの原因 

とな0ます。また、接続機器の落下により破 
損の原因にわな0ます。 


3 





I 么注意 1 

下記のま意事項を守6ないとけた 
をしたり周辺の家財に損害を与え 
たりずることげありまず。 

対応モデル!•ソがのちのを取り付けない 

• このスタンドは対応モデル専用です。 

対応モデル切外のをのを取0付ける〇/ 
と、落下によるけびや破損の原因と禁止 
なることがあ0ます。 

• 対応モデル切外のをの(陶器や花瓶 
など）は置かないでください。 

• スタンドの分解•改造は行わないで 
<ださい。 

• 熱いをのを直接スタンドに置かない 
でください。熱によ0変色、変形す 
ることびあります。 

テレビやシアタースタンドシステムを固 
定ずる 

付属のネジでテレビやシアタースタン A 
ドシステムをスタンドに固定してくだ / i \ 
さし、。 を® 

固定しないと、スタンドび転倒した0、 

テレビやシアタースタンドシステムび 
落下して、けびの原因となることびあ 
ります。 

体重をかけたり、硬いちのをぶつけない 

テレビやシアタースタンドシステムを 
取り付けるとをに、スタンドに手をつ〇/ 
いて体重をかけたり、ドライバーなど禁止 
の硬いをのをぶつけたりしないよラに 
ミち意して < ださし、。 


スタンドを動かずとをのごま意 

無理に動かそラとすると、腰を痛めた A 
り、足をけびしたりする原因になりま /•\ 
すので、下記のことをお守り < ださい。’ま胃 
• スタンドを動かすとさは、必ずテレ 
ビや接続機器をはずしてか5、2人 
政上で行ラ。 

• スタンドを引さず5ない。スタンド 
底面の部品びはずれて、床に傷びつ 
くおそれびあ0ます。 

• スタンドを動かすとさは、手足を底 
板にはさまないようにを意する。 


使用上のご注意 

お手入れをする隙には、やわ5かい布で、か 
5おさしてください。巧れびひどいとさは中 
性洗剤を水で薄め、やわ5かい巧に含ませて 
軽<巧を取って<ださい。シンナーやべンジ 
ンなどの化学薬品はスタンドの仕上げを痛め 
ることびあ0ますので、使わないで<ださい。 


設置上のごを意 

先に示した安全上のごを意をよ<お読みのラ 
え、取り付けや設置•保守•点検•修理などをま 
全に行ってください。 

• 組み立てるときは、床に傷びつくのを防ぐ 
ため、栖包材などを敷いてください。 

• 設置場所は、堅くて平坦な床面にしてくだ 
さい。設置場所によってはスタンドの変形 
や傾をび生じることびありますので下記の 
ことをお守りください。 

一直射曰光が当たる場所や、暖房器具の 
そばに置かない 

一高温多湿の場所や屋外に置かない 
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設置は 2 人 lU 上で巧う 


テレビやシアタースタンドシステムを A 
スタンドに取り付けるとさは、2人！;^ /!\ 

上で巧ってください。 ミ主意 

1人で行ラと腰を痛めた0、けびの原 
因となることびあります。 

また、設置するとをは、お子様び近づ 
かないよラにして < ださい。 

組み立て手順に従って、しっかりと組み 
立てる 


ネジびゆるんでし、 
た0抜けていると、 
スタンドび傾いて 
転倒し、落下によ 
る大けびや破損の 
原因となることび 
お0ます。 



組み立てるときには、手や指を傷つけな 
いよラに注意ずる 

スタンドを組み立てるとをや、テレビ A 
やシアタースタンドシステムを取り付/!\ 
けるとをには、手や指を傷つけないよを胃 
ラにごま意ください。 

取り付け手順に従って、テレビやシア 
タースタンドシステムをしっかりと取り 
付ける 


ネジを確実に締めてください。 

テレビやシアタースタンドシステムび 
しっかり取り付け5れていないと、テ 


A 

注意 


レビやシアタースタンドシステムび落 
下し、けびの原因となることびあります。 
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手順 2: フロアスタンドを組み立てる 


A 警告 

機器などに電源コードをはさみこむと、 
ショートして感電する恐れびあ0ます。ま 
た、電源コードや接続ケーブルを引っかけ 
ると、転んだりスタンドび倒れたりしてけ 
びの原因となることびあ0ます。 


テレビの設置場所を巧め、あ5かじめ 
フ□アスタンドを置く。 

テレビは重いので、取り付ける前に場所を 
ミ夫め、スタンドを組み立ててください。 

1フレームを台座に取り付ける。 

フレームは コー ドマネージメントを内側 
にし、転倒防止ストッ<1 (一び下になるよ 
5に取り付けてください。 



2 17ページのネジ•フック取り付け位 
置一覧表を参照してフック位置をお 
認し、ブラケットをフレームの所定 
の巧に掛ける。 



3 台座のネジ巧とフレームのネジ穴を 
合わせ、付属のネジ (+ PSW 5 X 
12) 16本で固定ずる。 

をフレームの前、後をネジで固定してく 
ださし、。 
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ブラケッ ト のネジ穴と フレームの ネ 
ジ巧を合わせ、付属のネジ 
(+ PSW 5 X 12) 8本で固定ずる。 



ボード 包を フレームに 取り付ける 

ボード棲面にはマジックテープび取り付 
け5れています。ボードび固定されるよ 
ラしっかり押さえて<ださい。 





6 ボ ー ド 〇、 ボ ー ド©をフレ ー ムに 
取り付ける。 

ボード後面にはマジックテープび取り付 
け5れています。ボードび固定されるよ 
ラしっかり押さえて<ださい。 



ご注意 


• フレームを台座にネジで仮留めしたあと、 
しっかり締め直して < ださい。 

• 電動ドライバーを使巧する場合、締め付け 
トルクはおよそ 1.5 N.m り5 kgf.cm} に 
設定してください。 










手順 3 :テレビの取日付け準備をする 


ごを意 


テーブルトップスタンドをテレビか 
5はずず。 

テーつ ')レトップスタンドび取り付けられ 
ていない場合はこの作業は不要です。 
テレビ後面か5ネジ4本をはずし 、テー 
プルトップスタンドをはずしてくださし、。 

KDL -52 X 5050、 KDL -52 X 5000、 
KDL -52 W 5000、 KDL -52 V 5000、 
KDL -46 X 5050. KDL -46 X 5000、 
KDL -46 W 5000、 KDL -46 V 5000、 
KDL -46 V 3000、 KDL -40 X 5050、 
KDL -40 X 5000、 KDL -40 W 5000、 
KDL -40 V 5000、 KDL -40 V 3000のとき： 




• 図のよラにテレビより広い台の上に載せて 
作業して < ださい。 

• 台の上には突起や異物び無いことを確認し、 
やわらかい厚手の巧などを敷いて作業して 
<ださい。 


画面に直接負荷や衝撃びかかると破損したり、 
傷びつく危険性びあります。 

テレビ本体とスタンドを同じ水平面上に置く 
と不安定になり危険です。図のよラにテレビ 
本体だけを台の上に載せるよラにして < ださ 
い。 

スタンドを引を损くとをは、テレビをしっか 
り持つよラにしてください。 

2 17ページのネジ•フック取り付け位 
置一覧表を参照してネジ穴位置を確 
詔し、マウンティングフックをテレ 
ビ後面に固定ずる。 

〇下図を参照してマウンティングフッ 
クの突起部分び、テレビ媛面の角巧 
におさまるよラに位置をあわせてく 
ださし、。 

〇マウンティングフックを付属のネジ 
( + PSW 6 X 16)4 本で仮留めをする。 

ネジ 



9 




包テレビに均一に固定されるように 
しっかり締め付ける。 


ごを意 


• マウンティングフックを取り付けるとをは、 
付属のネジ （+ PSW6 X1 6) 切がは使巧し 
ないで < ださい。 

• 電動ドライバーを使巧する場合、締め付け 
トルクはおよそ 2N.m に Okgf.cm} に設定 
して < ださい。 


手順4:テレビを取り付ける 


テレビをブラケットに取り付ける。 

〇マウンティングフック上側にある 
フック部分をベースブラケットに掛 
ける。 

〇テレビをしっかり持ちなび5、ゆつ 
<りおろす。 


A 警告 

マウンティングフックのネジ留め(左ち各2 
本)び完了する前に、マウンティングフック 
を持ち上げないでください。マウンティン 
グフックやテレビのキャビネットび変あす 
る場合びあります。 


ごを意 


テレビをスタンドに取り付けるときは、スタ 
ンドび倒れないよラにご注意 < ださい。 


A 警告 


テレビは、必ず2人し乂上で持って移動させてく 
ださい。 



フック部分 







2 テレビとブラケットを付属のネジ 
(+ PSW 5 X 12)4 本で固定ずる。 


ブラケットを固定するネジの位置はテレ 
ビのサイズにより異なります。 

52 インチ巧 52 インチ用 




ごま意 


電動ドライバーを使巧する場合、締め付け卜 
ルクはおよそ1 .5 N.m l 15 kgf * cm } に設定し 
て < ださい。 


A 警告 

ネジ(左ち鲁2本)をしっか0と締め付けてく 
ださい。このネジの締め付けび不充分だと 
テレビび上に押されたとを、フ n アスタン 
ドか5はずれ、落下によるけびの原因とな 
ります。 


手順5:シアタースタンドシステムを 
取日付ける 


1 取り付け金具を シアター スタンド シ 
■ ステム後面に固定ずる。 

取り付け金具を付属のネジ （ + PSW 4 X 
16)4 本で留めてください。 



ごを意 


• 図のよラにシアタースタンドシステムより 
広い台の上に載せて作業してください。 

• 台の上には突起や異物び無いことを確認し、 
やわらかい厚手の巧などを敷いて作業して 
<ださい。 

• 取り付け金具を取り付けるとをは、付属の 
ネジ （+ PSW 4 X 1 6) U (列は使巧しないで 
<ださい。 

• 電動ドライバーを使巧する場合、締め付け 
トルクはおよそ日. 8 N . m 旧 kgf . cm } に設定 
して < ださい。 


A 警告 


シアタースタンドシステムに直接負荷や衝撃 
びかかると破損したり、傷びつく危険性びあ 
ります。 
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シアタースタンドシステムをボード 
©の上に置き、接続ヶーブルをつな 
ぐ。 



ごを意 


• ボード©の上には突起や異物び無いことを 
確認し、やわらかい厚手の布などを敷いて 
作業して < ださい。 

• シアタースタンドシステムをボード©に置 
く隙は、シアタースタンドシステムの電源 
スイッチを押さないよラに、電源スイッチ 
部分びボード©の外にくるよラに置いてく 
ださい。 

下図のよラに取り付け金具のサービスポ 
ジションをフレームのフックに取り付け 
ると、接続ケーブルをつなざやす<な0 
ます。サービスポジションの位置につし、 
ては17ぺージのフック位置のイラスト 
をご覧ください。 



3 17ページのネジ•フック取り付け位 
置一覧表を参照してフック位置を確 
認し、 シアター スタンドシステムを 
取り付け金具に取り付ける。 


ごミ主意 


シアタースタンドシステムを取り付けるフッ 
ク位置を間違えると、取り付ける際テレビや 
シアタースタンドシステムを傷つける恐れび 
ございます。必ず17ぺージのネジ•フック取り 
付け一覧表でフック位置を確認してください。 

〇フレームのフックを取り付け金具の 
所定の巧に取り付け板を掛ける。 

〇シアタースタンドシステムをしっか 
り持ちなびら、ゆっくりおろす。 


A 警告 


シアタースタンドシステムは、必ず2人!;(上で 
持って移動させてください。 


〇 

ji 

〇 

ilj 

£8 

1 ぺ 

* 

M- 









4 シアター スタンドシステムと フレー 
ムを付属のネジ ( + PSW 5 X 1 2) 2 
本で固定ずる。 



• 固定のネジ2本を使わないと、シアタース 
タンドシステムび落下し、けびの原因とな 
ることびあります。 

• 電動ドライバーを使巧する場合、締め付け 
トルクはおよそ1 .5 N . m リ日 kgf . cm } に設 
定して < ださい。 


手順6:ケープル類をまとめる 


1接続ヶーブルをテレビや接続機器に 
■ つなぐ。 

2 コードをコードマネー ジメントに差 
し&む。 



3 ボード0をスライドさせてか S ボー 
ド包の巧か5電源コードを通す。 
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4 ボード©をスライドさせなび5電源 
コードびボード©の左ちどち S かの 
側面の巧か5出るように取り付ける。 



ボード©の上に接続機器を設置する場合 
は、図のようにコードを通して接続して 
ください。 



手順 7: スタンドを部屋に設置する 


スタンドを設置するとさは、放熱と十分なヴ 
ラウンド効果を発揮するために左ち300 mm 離 
して設置してください。 

また、ボード©に他機器を設置するときは、 
シアタースタンドシステムの下面よ0日 0 mm 
ULL 空けるよラにして < ださい。 



ごま意 


• 角置きの場合も左右30日 mm し乂上、離して設置し 
て < ださい。 

• 設置の際に、手を挟まないよラ気をつけてくださ 
い。 

• 設置の隙に、スタンドに取り付けたシアタースタ 
ンドシステムを持って、スタンドを移動させたり 
持ち上げないでください。 
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手順 8 :お倒防止の処置をする 


A 警告 


転倒防止の処置をしないと、スタンドび転 
倒して、大けがの原因となることがあ0ま 
す。転倒防止の処置を巧ってくださし、。 


あ5かじめ市販の丈夫なひちまたはクサ 
リと、壁につなぐための取り付け具をご 
巧意 < ださし、。 

〇しっかりした壁にフックなどの取り 
付け具を固定する。 

〇テレビフックの巧にひもやクサリな 
どを通して、壁側の取り付け具に 
しっかりとつなぐ。 



スタンドを壁に近づけて移動したい場合、 
フレームに付いている転倒防止ストッ 
パーを取りはずすことびでさます。 
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まな仕様 


④ 




= 




耐荷重 25 kg 

♦ 




⑥ 


与- 


1 

© 

C 

© 



寸;る （ mm ) 


己54 

® 

429.5 

⑥ 

600 

® 

1138 

© 

627.5 

© 

618.5 

質量 ( kg ) 

33.8 


本機の仕様および外観は、改良のため予吉な 
く変更することびありますび、ご了承くださし、 


キャビネットに八□ゲン系難燃斉岐 
<謂していません。 
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ネジ•フック取り付け推奨位置一覧表 


お使いのテレビによってブラケットの取り付け位置とシアタースタンドシステム （ RHT - S 10) の取り 
付け金具の位置び変わ0ます。下記の表と図を参考に取0付け作業を行って<ださい。 


単位 : mm 


テレビ型名 

ブラケットの 
取り付け位置 

取り付け金具の e 置 
( RHT - S 10) 

画面中巧ブ法 

KDL -52 X 5050 

KDL -52 X 5000 

3 

2 

1000 

KDL -52 W 5000 
KDL -52 V 5000 

3 

3 

1000 

KDL -46 X 5050 
KDL -46 X 5000 
KDL -46 W 5000 
KDL -46 V 5000 
KDL -46 V 3000 

1 

1 

990 

KDL -40 J 5000 
KDL -40 J 3000 

1 

1 

962 

KDL -40 X 5050 
KDL -40 X 5000 
KDL -40 W 5000 
KDL -40 V 5000 
KDL -40 V 3000 

1 

1 

942 


ごま意 


上記切がの位置の組み合わせで取付けることちでをます。取り付けの隙は、テレビとシアタースタンドシステムび 
ぶつからないよラに機器間のスペースをとるよラにご注意ください。 


ブラケットの取り付け位置 

テレビをフ□アスタンドに取り付ける場合のブラ 
ケット位置 


取り付け金具の位置 

シアタースタンドシステムをフ□アスタンドに取り 
付ける場合のフック位置 




■5 

-4 

■3 

-2 

■1 

-サービスポジション 


17 















ソニー 株式会社 干108 -日日 7 己 ま京都港 区 港南1 -7- 1 


圆园圓 lllllil 国 11111 

*321890404* 


Sony Corporation Printed in China 







